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 変圧器判断基準ワーキンググループでは、変圧器の性能の向上に関する製造事業者又

は輸入事業者（以下「製造事業者等」という。）の判断の基準等について審議を行い、以下

の通り、取りまとめを行った。 

なお、本取りまとめは、これまでの審議における民生用変圧器（油入変圧器、モールド変

圧器）を対象とした審議内容のものとなっており、柱上変圧器については引き続き行われる

本ワーキンググループにて審議を行うものとする。 

 

１．現行基準の評価  

2014 年度に目標年度を迎えた変圧器のエネルギー消費効率（全損失：W）の出荷台数

による加重平均値（実績）は 484W（ 2014 年度実績）、501W（ 2019 年度実績）であり、トップ

ランナー基準導入前（ 1999 年度実績）のエネルギー消費効率の出荷台数による加重平均

値 818W から 40.8%（ 2014 年度実績）、38.7%（ 2019 年度実績）の改善が図られた。また、

2019 年度実績の出荷における現行基準の加重平均値は 517W であり、基準達成率は全体

で約 103.1％であった。 

 

2019 年度までのエネルギー消費効率の状況については、現行基準制定当時（ 2009 年度）

のトップランナー基準を達成した場合の想定値（ 522W）及び想定改善率（ 1999 年度からの

改善率 36.2%、2009 年度からの改善率 12.5%）を上回っているが、これは近年の出荷構成と

して設備に採用される変圧器の容量が大きい製品から小さい製品にシフトしていることに起

因する。具体的には、平均容量の 2009 年度から 2019 年度の推移を見ると、171kVA（ 2009

年度）から 168kVA（ 2019 年度）と減少している。ここで、機種ごとに見ると油入変圧器は

155kVA から 158kVA（ 2019 年度）、モールド変圧器は 314kVA（ 2009 年度）から 333kVA

（ 2019 年度）と微増であるものの、出荷全体に占める油入変圧器の比率が 90%（ 2009 年度）

から 95%（ 2019 年度）と増加しており、全体で見ると平均容量が減少している。 

ここで、2014 年度と 2019 年度について、2014 年度の出荷構成が 2019 年度の出荷構成

と同一と仮定した場合のエネルギー消費効率の加重平均値で評価すると、基準制定（ 2009

年度）当時からの改善率は油入変圧器で 14.9%（ 2014 年度）、14.9%（ 2019 年度）、モールド

変圧器で 14.5%（ 2014 年度）、17.5%（ 2019 年度）であり、変圧器全体としては 14.9%（ 2014

年度）、15.2%（ 2019 年度）と同水準の改善率であった。 

 

したがって、製造事業者等の省エネルギーに対する努力の結果、各容量における省エネ

ルギーは進展しており、トップランナー方式の考え方に基づく現行基準は、効果的に機能し

ていると評価できる。  
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表  変圧器に係るエネルギー消費効率の状況  

出荷台数分布想定  1999 年度  2009 年度  2009 年度  2014 年度  2019 年度  

エネルギー消費効率  
1999 年度  

実績値  

2006、 2007 

年度目標基

準値  

2014 年度  

目標基準値  

2014 年度  

実績値  

2019 年度  

実績値  

平均容量  

（ｋＶＡ）  

油入  145 155 同左  153 158 

モールド 272 314 同左  331 333 

全体  157 171 同左  163 168 

平均エネルギー 

消費効率  

（Ｗ）  

油入  759 538 472 453 472 

モールド 1,353 1,128 969 992 1,012 

全体  818 596 522 484 501 

1999 年度  

からの改善率  

（％）  

油入  ― 29.2% 37.9% 40.3% 37.8% 

モールド ― 16.6% 28.4% 26.7% 25.2% 

全体  ― 27.1% 36.2% 40.8% 38.7% 

注  上記の計算対象は標準品を対象とした評価。  

 

２．対象範囲【別紙１】  

現行基準と同様に、対象となる変圧器は、定格一次電圧が 600V を超え、7,000V 以下の

ものであって、かつ、交流の電路に使用されるものとする。  

 

ただし、以下のものは現行基準と同様に特定機器の適用から除外する。  

 

① 絶縁材料としてガスを使用するもの 

② Ｈ種絶縁材料を使用するもの 

③ スコット結線変圧器  

④ ３以上の巻線を有するもの 

⑤ 柱上変圧器  

⑥ 単相変圧器であって定格容量が 5kVA 以下のもの又は 500kVA を超えるもの 

⑦ 三相変圧器であって定格容量が 10kVA 以下のもの又は 2,000kVA を超えるもの 

⑧ 樹脂製の絶縁材料を使用する三相変圧器であって、三相交流を単相交流及び三相

交流に変成するためのもの  

⑨ 定格二次電圧が 100V 未満のもの又は 600V を超えるもの 

⑩ 風冷式又は水冷式のもの 
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３．エネルギー消費効率及び測定方法【別紙２】  

変圧器のエネルギー消費効率は現行基準と同様、「全損失（W） 」とし、無負荷損（W）及

び負荷損（W）を「配電用 6kV 油入変圧器」（ JIS C 4304）及び「配電用 6kV モールド変圧

器」（ JIS C 4306）に定める方法により測定し、当該全損失は以下の式で算出することとす

る。 

全損失 (W) =無負荷損 (W) + (
基準負荷率 (%)

100(%)
)

2

×定格容量に対する負荷損 (W) 

 

ここで、各項は以下のとおりである。  

無負荷損  ：負荷電流に関係なく生じる電気的損失。  

負荷損   ：負荷をかけた時に生じる電気的損失。  

基準負荷率  ：定格容量に対する利用率。500kVA 以下 40%、500kVA 超過 50% 

 

４．製造事業者等の判断の基準となるべき事項等  

（１）目標年度【別紙３】  

変圧器の目標年度は、油入変圧器、モールド変圧器ともに 2026 年度とする。 

 

（２）区分と目標基準値【別紙４】  

変圧器の区分と目標基準値は以下の通りとし、区分設定は現行基準と同様とした。  

なお、目標基準値は、現行基準から見直しを行い、有効数字３桁（但し、100W 未満のも

のについては、有効数字２桁）の値とする。算定式により、目標基準値を算出する際は、有

効数字４桁切り捨て（但し、100W 未満のものについては有効数字３桁切り捨て）した値とす

る。 

 

表  変圧器の区分と目標基準値  

区分  
基準エネルギー消費効率の 

目標基準値算定式  
区分

名  
種別  相数  

定格  

周波数  
定格容量  仕様  

3-1 油入  単相  50Hz 500kVA 以下  標準仕様  Ｅ = 9.34・ (kVA)0.737 

3-2 油入  単相  60Hz 500kVA 以下  標準仕様  Ｅ = 8.60・ (kVA)0.744 

3-3 油入  三相  50Hz 500kVA 以下  標準仕様  Ｅ = 14.5・ (kVA)0.694 

3-4 油入  三相  50Hz 500kVA 超  標準仕様  Ｅ = 10.6・ (kVA)0.797 

3-5 油入  三相  60Hz 500kVA 以下  標準仕様  Ｅ = 14.4・ (kVA)0.681 

3-6 油入  三相  60Hz 500kVA 超  標準仕様  Ｅ = 8.00・ (kVA)0.825 

3-7 モールド 単相  50Hz 500kVA 以下  標準仕様  Ｅ = 14.1・ (kVA)0.685 

3-8 モールド 単相  60Hz 500kVA 以下  標準仕様  Ｅ = 13.3・ (kVA)0.692 

3-9 モールド 三相  50Hz 500kVA 以下  標準仕様  Ｅ = 16.9・ (kVA)0.699 
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3-10 モールド 三相  50Hz 500kVA 超  標準仕様  Ｅ = 31.2・ (kVA)0.659 

3-11 モールド 三相  60Hz 500kVA 以下  標準仕様  Ｅ = 16.2・ (kVA)0.702 

3-12 モールド 三相  60Hz 500kVA 超  標準仕様  Ｅ = 17.4・ (kVA)0.742 

3-13 油入  単相  50Hz 500kVA 以下  準標準仕様  Ｅ =(9.34・ (kVA)0.737)・ 1.10 

3-14 油入  単相  60Hz 500kVA 以下  準標準仕様  Ｅ =（ 8.60・ (kVA)0.744） ・ 1.10 

3-15 油入  三相  50Hz 500kVA 以下  準標準仕様  Ｅ =（ 14.5・ (kVA)0.694） ・ 1.10 

3-16 油入  三相  50Hz 500kVA 超  準標準仕様  Ｅ =（ 10.6・ (kVA)0.797） ・ 1.10 

3-17 油入  三相  60Hz 500kVA 以下  準標準仕様  Ｅ =（ 14.4・ (kVA)0.681） ・ 1.10 

3-18 油入  三相  60Hz 500kVA 超  準標準仕様  Ｅ =（ 8.00・ (kVA)0.825） ・ 1.10 

3-19 モールド 単相  50Hz 500kVA 以下  準標準仕様  Ｅ =（ 14.1・ (kVA)0.685） ・ 1.05 

3-20 モールド 単相  60Hz 500kVA 以下  準標準仕様  Ｅ =（ 13.3・ (kVA)0.692） ・ 1.05 

3-21 モールド 三相  50Hz 500kVA 以下  準標準仕様  Ｅ =（ 16.9・ (kVA)0.699） ・ 1.05 

3-22 モールド 三相  50Hz 500kVA 超  準標準仕様  Ｅ =（ 31.2・ (kVA)0.659） ・ 1.05 

3-23 モールド 三相  60Hz 500kVA 以下  準標準仕様  Ｅ =（ 16.2・ (kVA)0.702） ・ 1.05 

3-24 モールド 三相  60Hz 500kVA 超  準標準仕様  Ｅ =（ 17.4・ (kVA)0.742） ・ 1.05 

注  Ｅ：変圧器の基準エネルギー消費効率（単位：Ｗ）  

 

５．達成判定について【別紙５】  

目標年度以降の各年度において出荷する機器のエネルギー消費効率（ W）を区分毎に

出荷台数により加重平均した数値が基準エネルギー消費効率を区分毎に出荷台数により

加重平均した数値を上回らないようにすることを求める。  

 

６．表示事項等  

表示に関する事項は、現行基準から、区分が明確になるよう表示事項に追加した、以下

の項目とする。 

①表示事項  

イ) 品名及び形名  

ロ) 区分名  

ハ) 構造（油入又はモールド）  

ニ) 定格容量（ｋＶＡ）  

ホ) 相数  

ヘ) 定格周波数（Ｈｚ ）  

ト) 定格電圧（Ｖ）  

チ) エネルギー消費効率（全損失（Ｗ））  

リ) 基準負荷率（％）  

ヌ) 規格（標準（Ｊ ＩＳ又はＪＥＭ）若しくは準標準）  

ル) 製造事業者等の氏名又は名称  
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②遵守事項  

イ) エネルギー消費効率は、有効数字３桁（有効数字４桁切り上げ）（但し、100W 未満

のものについては、有効数字２桁（有効数字３桁切り上げ））で表示する。  

ロ) 表示事項は、性能に関する表示のあるカタログ及び機器の選定にあたり製造事業者

等により提示される資料の見やすい箇所に容易に消えない方法で記載して行う。  

 

７．省エネルギーに向けた提言  

（１）政府の取組  

第６次エネルギー基本計画を踏まえ、徹底した省エネルギーの推進のため、エネルギー

消費効率の優れた変圧器の普及を図る観点から、使用者及び製造事業者等の取組を

促進すべく、普及啓発等の必要な措置を講ずるよう努めること。  

 

（２）製造事業者等の取組  

① 変圧器の省エネルギー化のための技術開発を促進し、エネルギー消費効率の優れ

た製品の開発に努めること。  

② 第６次エネルギー基本計画を踏まえ、徹底した省エネルギーの推進のため、エネルギ

ー消費効率の優れた変圧器の普及を図る観点から、対象機器のカタログや取扱説

明書のほかにも、使用者の機器の選定にあたり製造事業者等が提示する資料の見

やすい箇所にエネルギー消費効率を記載するなど、使用者が省エネ性能の優れた変

圧器及び適切な容量を選択できるよう適切な情報の提供に努めること。  

 

（３）販売事業者及び設計事業者の取組  

   エネルギー消費効率の優れた変圧器の販売・採用に努めるとともに、使用者がエネル

ギー消費効率の優れた変圧器及び適切な容量を選択するよう適切な情報の提供に努め

ること。 

 

（４）使用者の取組  

変圧器の購入の際には、エネルギー消費効率の優れた変圧器及び適切な容量の選

択に努めるとともに、変圧器の使用にあたっては、適切かつ効率的な使用により省エネル

ギーを図るよう努めること。  
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（参考１）  

 

目標年度におけるエネルギー消費効率の改善率  

 

 

目標基準値改正による、変圧器の目標年度におけるエネルギー消費効率は、基準年度

（ 2019 年度実績）の出荷台数について区分及び定格容量ごとの構成に変化がないとの前

提で、基準年度の実績値に対して、約 11.4％向上することが見込まれる。 

 

＜試算の概要＞  

（１）基準年度（ 2019年度）に出荷された変圧器の実績値から算出した出荷台数で加重平

均したエネルギー消費効率（全損失 (W)） ：  501.1W/台  

 

（２）目標年度（ 2026 年度）に出荷されると見込まれる変圧器の目標基準値から出荷台数

で加重平均したエネルギー消費効率（全損失 (W)） ：  444.1W/台  

 

（３）エネルギー消費効率の改善率  

501.1 − 444.1

501.1
× 100 =約 11.4％  

 

※上記の計算は、標準品のみで計算。  
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別紙６  

 

「総合資源エネルギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会  
省エネルギー小委員会変圧器判断基準ワーキンググループ」  

 
委員名簿  

 
（敬称略）  
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澤田  佳奈子  一般財団法人省エネルギーセンター  省エネ支援サービス本部   

調査部  総括主幹  
 
 
髙橋  紹大  一般財団法人電力中央研究所  グリッドイノベーション研究本部   

研究統括室  変電分野統括  副研究参事  
 
 

鶴崎  敬大  株式会社住環境計画研究所  取締役  研究所長  
 
 
土井  菜保子  一般財団法人日本エネルギー経済研究所   

環境ユニット省エネルギーグループ  マネージャー 研究主幹  
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別紙７  

 

「総合資源エネルギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会  
省エネルギー小委員会変圧器判断基準ワーキンググループ」  

 
開催経緯  

 
 

 

第１回ワーキンググループ（令和４年９月７日）  

・ 議事の取扱い等について  

・ 変圧器の現状について  

・ 変圧器の対象範囲について  

 

第２回ワーキンググループ（令和５年５月３０日）  

・ 民生用変圧器のエネルギー消費効率、測定方法、目標年度、区分、  

目標基準値、達成判定、表示事項について  

・ 民生用変圧器の取りまとめ（案）について  

 




